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概要   

DublinCoreMetadataElementSet（DublinCore）はインターネット上での情報資源の発見  

（Resource Discovery）を目的として提案されたメタデータである。Dubhn Coreは多様な分  

野の様々な情報資源に対応するため基本的な15要素を定めており，現在ネットワーク上での  

情報資源を表すためのコアメタデータとして注目されている。Du址n Coreは1995年春に開  
かれたメタデータに関するワークショップで提案され，現在まで6回のワークショップとメー  

リングリストでの議論を通じて開発が進められてきた。本稿では，はじめにDublh Coreの概  

要を述べ，次にDublinCoreの現在の状況を簡単に解説する。また，筆者自身が携わったDublin  

Coreを用いた例について示す。  
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1．喜まじめに  

メタデータは「データに関する（構造化された）データ」と定義される［1】。現在，インター  

ネット上には非常に多数の情報資源があり，それら情報資源へのアクセス効率を高めるには情  

報資源に適したメタデータが必要である。図書館や博物館・美術館では所蔵資料の目録や索引  

といったメタデータが作られ，資料の管理やアクセスに利用されてきた。しかしながら，イン  

ターネット上の資源はあまりにも多様であるため従来の詳細に決められたメタデータの規則を  

そのまま適用することは困難である。DublinCoreMetadataElementSet（一般にDublinCore  

と呼ばれる）はインターネット上の様々な情報資源の発見を目的として提案されたメタデータ  

である【礼   

Dubbn Coreは一連のワークショップと公開のメーリングリストでの議論を基礎にして形作  

られてきた，いわば草の根メタデータである。Dublin Coreを作り上げてきたコミュニティは  

図書館や博物館・美術館の人たちが中心となっているが，WWW上でのメタデータという目的  

ということからWWW分野を始め多彩な背景の人たちがDublinCoreの開発に貢献してきた。   

Dubhn Coreはインターネット上の文書のメタデータやSubject Gatewayの開発のプロジェ  

クトで実際に利用されている。また，インターネット上で直接提供されている資源に限らずよ  

り広い範囲の資源を，インターネットを利用して見つけ出すためのメタデータとして利用され  

ようとしている。   

以下，本稿ではDublin Coreの概要，1998年11月にワシントンの議会図書館で開催された  
第6回ワークショップ等など最近の話題，さらに筆者自身が携わっているDublin Coreに基づ  

くメタデータの作成と利用の例について述べる。また，付録としてDublh Coreの参照記述を  

添えた。   

乱Duも塩nCor¢の概要  

2．1背景  

Dublin Coreは1994年のWWに関する国際会議での立ち話がきっかけとしてはじまった  

そうで，その後，1995年3月にNCSAとOCLCが主催し米国オハイオ州ダブリン（Dublin，  

Ohio）で開催された第1回のMetadataWbrkshopで13項目の要素からなるメタデータ（Core  
Metadata Element Set）が提案され，これがDublin Coreの名前の由来となっている。その  
後，下に示すように6回のワークショップが開かれ議論が進められてきた【3】。  

・第2回：1996年4月，イギリスのウォーリック（ⅥhⅣick）。複数のメタデータ規則に基づ   

く記述のための基本概念であるWarwickFrameworkが提案された【4】。また，SGMLや   

HTMLによる記述の提案もなされた。  

・第3回：1996年9月，ダブリン。イメージデータに関する議論と15項目のエレメントの提   

案。  
・第4回：1997年3月，オーストラリアのキャンベラ（Canberra）。サブエレメントおよび   

Qua止丘erの議論，ならびにHTMLでの記述方式に関する議論。  
・第5回：1997年10月，フィンランドのヘルシンキ（耳elsin最）。15項目の基本エレメントの   

合意PCSimple）。このワークショップの結果DubhnCoreの標準化への動きが進められた。  
・第6回：1998年11月，アメリカのワシントン押ねshingtonDC）。DC Simple（DCl．0）の標   

準化をさらに進めること，Qualifier付きDubhnCore（DCQl．0）の議論をさらに進めること，   

さらにこれまでの経験と他のメタデータ規則との関連を考慮した次バージョンPC2．0）に関   

する議論を始めることに関する合意。  

なお，Dub辻n Coreの標準化に関しては，現在インターネット上での標準化に関してIETFで  
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のRFC2413が出されている。また，NISO（アメリカ），CEN（ヨーロッパ）およびISOでの標準  

化が進められることになっている。   

2．2基本15エレメント  

下に15エレメントの概略を示す。より詳しい定義は付録を参照されたい。DubhnCoreの記  
述形式については2．4節で述べる。DublmCoreの記述において下の15エレメントの各々につ  

いて，省略が可能であり，かつ繰り返しが可能である。たとえば，複数の著者がいる場合，エ  

レメントを著者の数だけ繰り返して記述することができる。また，「ラベル」はエレメントの識  

別のために用いられる言語にはよらない表現であり，コンピュータによるエレメントの識別に  

も利用される。HTMLやⅩMLによる記述ではエレメントの名前の指示にはここで定義した名  

前を用いる必要がある。（ラベルはトークン（token）と呼ばれることもある。）  

表1DubhnCoreの15エレメント  
要素名   ラベル   説明   

（l）タイトル   Title   オブジェクトの名前   

（2）著者あるい  情報資源の内容に関して費任を持つ人または組織   

は作者   

（3）主題および  情報資源に述べられたトピック   

キーワード   

（4）内容記述   Description  アブストラクトやイメージデータの説明など内容に関する  

記述   

（5）公開者（出  情報資源を現在の形態にしたもの（出版社，大学など）   

版者）   

（6）寄与者   Contributor  著者ではないが文書の内容の作成に関わった人または組織  

（編集者や翻訳者等）   

（7）日付   Date   現在の形で利用できるようになった日付   

（8）資源タイプ  Tシpe   ホームページ，小説，韓，辞書といった情報資源の型   

（9）形式   Fomat   PostscriptファイルやWindows実行形式といった，情報資源  

のデータ形式   

（10）資源識別子  IdentiBer   情報資源を一意に識別するための番号あるいは名前   

（ll）情報漁（出  Source   情報資源の出所となった情報資源を一意に示す番号もしく   

処）  は文字列   

（Ⅰ2）言語   Language   情報資源の内容を記述している言語   
（13）関係   Relation   他の情報資源との関連づけ   

（14）対象範囲  地理的場所や時間的な内容に関する情報資源の特性   

（空間的・時  

間的）   

（15）権利管理  鮎帥ts   著作権記述などの権利に関する記述や利用条件に関する記  

述へのリンクⅣRLもしくは何らかのURl）   

乱3いくつかのキーポイント  

D11も追nCoreの位置付け，特色を理解するためにいくつかのキーポイントを示す。   

（1）インタ←ネット情報資源のためのコアメタデータの必要性  
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Dubhn Coreはインターネット上で提供される様々な文書（ないしは文書様オブジェクト，  

DocumentLikeObject（DLO））のためのメタデータを記述し，DLOをネットワーク上で発見  

するために提案されたものである。Dublin Coreは，いわばWWW上のDLO用の日録規則と  

見ることもできる。ところが，従来の目録とは下記のような点で異なっている。（注：インター  

ネット上には「Documen七（文書）」とは言いづらい様々な資料が提供されている。そのため，  

最近ではあまり DLO ということばは用いられず，「Re80urCe（ここでは情報資源と訳す）」が  

用いられている。次の段落以降では情報資源，もしくは単に資源と記す。）  

・DLOの場合，出版や図書館による所蔵という概念がはっきりしないので，記述対象が明確   

でない。  

・CIP（CataloginginPubhcatioh）のようにI）LOの中にある程度の書誌情報を入れられること   

が望ましいが，それを書くのは著者や編者，すなわち目録に関する素人である。  

・WWW上には非常に多様なDLOがあるので，どんな種類のDLOにでも適用できる詳細に   

決められた規則を作ろうとすると，非常に複雑なものになってしまう。  

・インターネットという巨大な分散環境で利用するので，相互利用性qnteroperabihty）が強く   

要求される。   

Dublin Coreは，素人にでも看け，多様な分野の情報資源の記述に適用できるという観点か  

ら少数の基本的要素（Core Element8）のみによるメタデータ記述を目指してきた。Dublin Core  

のは単にシンプルなメタデータとして理解すべきではなく，様々な分野に共通な要素によるメ  

タデータ記述，すなわち様々な分野に（できるだけ）共通の概念としてみとめられた属性の要  

素の集まりとして定義したコアメタデータとして提案されたものであることを忘れてはならな  

い。   

（2）SemanticInteroperability   

SemanticInteroperabilityはDublinCoreにおける忘れてはならないキーワードである。イ  

ンターネットという巨大な分散療境で利用することを前提にしているので，メタデータは異な  

る環境で作られ，かつ使われる。そのため，メタデータの相互利用性は非常に重要である。す  

なわち，メタデータのエレメントの意味（セマンテイクス）定義が明確に与えられなければな  

らす，かつ様々な分野で適用できなければならない。これまでのDdblin Coreでの議論がもっ  

ぱらエレメントの意味定義に費やされてきているのはそのためである。また，メタデータは人  

間が読んで理解できるものでなければならず，かつコンピュータによっても利用できるもので  

なければならない。（たとえば，索引付けのためにタイトルや主題といったエレメントの意味が  

利用できねばならない。）   

（3）DublinCoreの記述形式（シンタックス）   

記述形式（シンタックス）に関する定義を与えないと実際の記述を行うことができない。とこ  

ろが，シンタックスを厳密に決めることは利用者環境の不均一さや利用者の好みの問題などの  

ために容易ではない。また，シンタックスの定義がセマンテイクスに影響することを完全に避  

けることは困難である。一方，WWWの進化の速さを考えるとシンタックスを固定することは  

得策とは考えにくい。そのため，DublinCoreではHTMLでの記述方法に関する推奨やWWW  

のHTMLのグループへの要望等は行ってきたが，DublinCore自身として記述形式を定めるこ  

とはほとんどしてこなかった。現在では，WWW上でのメタデータ記述としてResource  

DescriptionFramework（RDF）が与えられているので，基本的に将来のDub止nCore記述はRDF  
に基づくものになっていく。   

（4）SimpleDubknCoreとQual退edDublinCore   
DⅥbhn Coreによる記述には大きく分けて二つの考え方がある。ひとつは基本要素を更に紳  

岬6 －   



かく分けることはしないというもので，もう一方は基本要素をさらに細かく分けて記述すると  

いうものである。後者は前者を含むという風にも理解できるが，コアメタデータとしてのより  

細かな要素（基本要素の部分要素）の定義は一般に難しくなる。前者の考え方によって定義さ  
れたものをSimpleD豆bhnCore（あるいはDCSimple（DCS）），後者によるものをQual追ed  

Dublin Core（あるいはDCQ）と呼ばれる。現在までに標準化の作業に取り掛かられているも  

のはSimpleD豆blinCoreである。（注：QualinedDCではエレメントを細分化・詳細化するた  

めのQual迫erを用いてメタデータを表す。より詳細化・細分化されたエレメントをサブエレ  

メントと呼ぶ。また，サブエレメントはサブストラクチャと呼ばれることもある。）   

たとえば，著者の名前，所属，住所，電子メールアドレスといった項目を書く場合，DCSimple  

にしたがうとこれらを－まとめにして書いてしまうか，あるいはデータの中に属性を埋め込ん  

で区別するしかない。一方，Qual脆edDCに従うとこれらを適切なサブエレメントに分けて定  

義することができる。   

DCSimpleで定義した例（HTMLのMETAタグを用いたもの）   

＜METAname＝”DC．Creator”content＝”Sugimoto，Shigeo，Univer8ityofLibraryand  

In鮎rmationScience，Tsukuba，Ibaraki，Japan，8uglmOtO＠uli8．aC．jp”＞   

Qual述edDCで定義した例   

＜METAname＝”DC．Creator．Name”content＝’’Sugimoto，Shigeo”＞   

＜METAname＝”I）C．Creator．A乱ation”content＝”UniversityofLibraryandInfbrmation   

Science”＞   

＜METAname±’，DC．Creator．Address’’content＝”Tsukuba，Ibaraki，Japan’’＞   

＜METAname＝”DC．Creator．Emai1”content＝”sugimoto＠uhs．ac．5p’’＞  

こうして見るとサブエレメントを用いて記述した方が記述の意味が明確であることは明らか  

である。しかしながら，様々な分野の情報資源が提供されるネットワーク上でのメタデータの  

流通を考えた場合，共通のサブエレメントの定義をどのようにするかが難しい間旛であること  

も容易に理解できる。   

（5）1：1原則（OnetoOneP∫hdple）   

実際にメタデータを記述する際，どういう単位を対象に記述するのかが問題である。冊子体  

の資料の場合であれば，記述対象が比較的明確であるのに対し，ディジタル資料の場合「ひと  

まとまり」の資料が何をさすのかが必ずしも明確でない。たとえば，ひとつの論文が章毎に分  

けられ複数のファイルで構成されている場合，論文にひとつのメタデータを与えるのか，それ  

とも各章毎（すなわちファイル毎，いわばURLを与えられている実体毎）にメタデータを与  

えるのかが問題である。これまでDubl血Coreでは原則として対象資源とメタデータは1対1  

で与えるとしている。筆者は，上の論文の例であれば各章毎に与えることになると理解してい  

る。また，ひとつの論文が何故ものページイメージでできている場合，論文全体とページイメ  

ージ毎のメタデータがそれぞれ作られることになる。   

ディジタルコンテンツの場合，物理的な資料をディジタル化して作られることも多い。物理  

的な対象物をディジタル化して作った資料のメタデータを書く場合，対象資源として「物理的  
な対象物」と「ディジタルイメージ」のどちらをとらえるのかといった問題がある。たとえば，  

彫刻を写真にとってディジタル化したものの場合，Creatorは彫刻の作者なのか，それとも写  

真家なのかが問題になる。Creatorは「知的内容の想像に関わった人」である。単なるディジ  

タル化のための繚影であればCreatorは彫刻家である。そうでなく写真としての創造性が認め  

られる場合には写真家がCreatorであろう。その場合には彫刻，写真それぞれのメタデータが  

必要になり，またそれらの間の関係を表す必要が生じる。「原作（古典）の現代語版の翻訳を演  
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じた劇のビデオをディジタル化したもの」といった例を考えると段々混乱してくるようである。   

（6）多言語（M山ti上ngua止ty）   

インターネット上の情報資源のメタデータを表す上で多言語の問題は重要な問題である。  

DublmCoreのワーキンググループの一つにMultilingualityグループがあり，この間題を検討  

している［5】。Simple D豆blin Coreの場合，エレメントの意味は言語とは無関係に，世界共通  

のものとして与えられている。また，記述方法に関しても計算機が読むための形式には統一し  

て与えられたラベルを用いてエレメントを識別すること，値の記述言語を指示するために1ang  

属性を利用することが了解されている。現在まで多言語グループではSimple DublinCoreの  
参照記述胆eference Description）の翻訳を進めてきており，12言語への翻訳が終わり，他に6  

言語への翻訳が進められている。各言語による参照記述には要素名の翻訳も含められている。  

翻訳された要素名は基本的に人間が読むためのものであり，エーザインタフエースなどに用い  

られる。一方，計算機は統一したラベルを検索や索引付けに利用する。   

言語間でのSemanticInteroperabilityを失わないためには英語で作られる標準定義の翻訳に  

よる意味の食い違いが生じないようにすることが重要である。また，Dublin Coreを世界中で  

利用するには言語（あるいは文化）固有の情報の記述を導入せざるを得ない。たとえば，日本  

語の場合，「よみ」は重要な情報である。利用が広がるに連れて言語固有の情報がメタデータの  

中に記述されることになるであろう。そうした場合でも8emanticinteroperabniWを損なわな  

いようにすることが求められる。   

乱4記述に関して   

先に述べたようにDublin Coreの活動の中ではシンタックスの定義はそれほど熱心にはなさ  

れてきていない。WWW上でのⅩMLの利用が広がりRDFに基づく記述が一般化するまでは，  

WWW文書の中への埋め込みを目的とした記述はHTMLでせざるを得ない。しかしながら，  
HTMLのMETÅタグを用いた記述にはグルーピングの問題（後述）がある。メタデータとし  

てもとの資源とは別に記述し蓄積する場合，筆者自身はSGMI．（もしくはⅩML）を用いて適  

切なDTDを決めてDub追nCoreメタデータ記述をしておけばよいと考えている。これはDublin  
Coreの参照記述が定義する範囲での記述同士の間では変換を容易に行えるためである。   

参考のため，HTMI．による記述例と独自のDTDに基づきSGMLで記述した例を示す。  
・HTMLによる記述例   

＜metaname＝▼●DC．Title一一content＝一一図書館情報大学卒業論文目次 平成9年度一一1ang＝t－ja一一＞   

＜metaname＝．，DC．Publisher一一content＝”U血ver8ityofLibraryandInfbrmationScience一一＞   

＜metaname＝一一DC．P血bli血er一一content＝一一図書館情報大学■一Iang＝一，ja．一＞   

＜metaname＝lll）C．Contributor一一content＝一，Sugimoto，Shigeo▼一＞   

＜metaname＝1－DC．Contributor一一codent＝‖杉本重雄一一1ang＝一．ja．●＞   

＜metaname＝一一DC．Date，Tcontent＝l－1998・6－6．一＞  

・SGMLに基づく記述例（図書館雑誌no．11をディジタル化して作ったデータに対して与え   

たメタデータである。一部にサブエレメントを用いている。）   

＜titlelang弓a＞図書館発達の内的動力を論じて本会会員諸君に望む   

＜transcriptionlang⇒a＞トショカン ノ ナイテキドゥリョク ヲ ロンジテ  

ホンカイ カイイン ショクン ニ ノゾム＜他anscrねtion＞   

＜几itle＞   

＜ereator＞   

＜personalNamelang司a＞和田万雷＜伽er80nalName＞   

dereator＞  

ー8－   



＜subjectlang⇒a＞図書館員＜／8ubject＞   

＜subjectlang⇒a＞図書館＜／subject＞   

＜subjectlang⇒a＞図書館員養成＜／subject＞   

＜subjectlang⇒a＞日本図書館協会＜／畠ubject＞   

＜pub止血er＞   

＜corporateNamelang＝軸＞日本図書館協会＜／corporateNane＞   

＜伽ublisher＞   

＜date＞＜creationOIC8Cheme羊ANSIX3．30＞1911－04・07＜／creationOIC＞＜／date＞   

＜type＞Image＜／type＞   

＜払rmat＞gif＜／払rma七＞   

＜identiner＞tosyokanzasshill／00000002．gif＜／identi負er＞   

＜source＞図書館雑誌第十一骨＜／source＞   

＜1anguagescheme＝ISO639＞ja＜几anguage＞  

HTMLのMETAタグを用いた記述の場合，ひとつのタグには一つの値しか記述しないこと  

を推奨している。（ただし，一つのタグの中に複数の値を繰り返して書くことも誤りではない。）  

MEmタグを用いた記述では構造が明確に表現できないので，サブエレメントを含むエレメン  

トのグルーピングが陽にできないという問題がある。たとえば，下の例のように二人の著者が  

いる場合，著者の名前を日英両方で記述した場合，4つタグでの記述となり，その間の対応関  

係が機械的には取りづらくなる。こうした曖昧性が生じる場合，何らかの慣習的規則を決め記  

述の統一性を保つようにすることが必要である。   

・グルーピングの問題を含む例  

例1日本譜で書いたタグと英語で番いたタグとの対応が取れない   

＜METAname＝”DC．Creator”content＝”杉本重雄”1angゴ甘，＞   

＜METAname＝”DC．Creator’’contentゴ’Sugimoto，Shigeo”＞   

＜METAname＝”DC．Creator”content＝”田畑孝J’lang＝”ja”＞   

＜METAname＝”DC．Creator”content＝”Taba七a，Koichi”＞   

例2 同一人物のNameとEmailサブエレメントを結び付ることができない   

＜METAname＝”DC．Creator．Name”contentゴ’Smith，John”＞   

＜METAname＝”DC．Creator．Email”content＝”jsmith＠fo0’’＞   

＜MEでAname＝”DC．Creator．Name”content＝”Suzuki，Thro”＞   

＜METAname＝”DC．Creator．Emai1”content＝”tsuzuki＠bar”＞  

Dublin Coreでは基本的にフリーテキストによる記述を基本としている。しかしながら，ま  

ったく自由な形式の記述のみにしてしまうとデータの解析が困難になる。そこである程度の記  

述形式の基準を与える必要がある。Du址n Coreの記述には各エレメントに関して，エレメン  

トの値の他，エレメントの値を記述するための基準（scbeme）と値の記述言語¢ang）を与えるこ  

とになっている。たとえば，キーワードをLCSHに基づいて与えればschemeはLCSHであ  

る。また，もしエレメント値を日本語で書いてあれば記述言語を表す1angはjaである（注）。  

このほか，各エレメントには記述のための基本的な指針が与えられており，メタデータの品質  

管理が可能なように考えられている。たとえば日付の記述形式の場合ISOで決められたmy－  

mm－dd（年月日）やyy汀（年）といった形式を用いることを推奨している。エレメントよっ  

ては，たとえば形式（フォーマット）エレメントのように，あらかじめ用意された値の中から値  

を選択することを推奨しているものもある。こうした記述の推奨方式については各エレメント  
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に関するワーキンググループ等で議論が進められており，現時点での推奨についてはUser  

G山deグループのワーキング・ドラフトで知ることができる【6】。   

（注：対象資源の記述言語を表すLanguageエレメントとエレメントの記述言語を表す1ang  

属性とを混同しないように注意が必要である。たとえば，＜METAnane＝”DC．Language”  

content＝，，英語”1angゴ’ja”＞と＜META name＝’’DC．Language”content＝”en’’＞あるいは＜META  

name＝”I）C．Language”content＝’’Engli8h”＞はいずれも対象資源が英語で記述されていること  

を意味する。ただし，HTMLによるメタデータの記述の場合，エレメントの記述言語は英語  

¢a喝＝en）がデフォルト値である。）   

鼠点Ih止】inC肝eを利用したプロジェクト  

Dublin Coreのホームページ［2】から数多くのプロジェクトを見つけることができる。また，  

第6回Dubhn Coreワークショップでもいくつかのプロジェクトの報告があった。たとえば，  
いくつかの博物館が共同して進めているCIMI（Consortium払rthe ComputerInterchangeof  

MuseumIn血rmation）の報告ではDublinCoreに基づくメタデータの多くの部分を機械的な変  

換によって生成したそうである。オーストラリアの政府情報を扱う AGLS仏u＄tralian  

GovernmentIn肋mationLocator Service）では15エレメントのほかにサービス（service）や機  

能伽n虎ion）に関するエレメントを付加しているなどの報告があった。このほか，Z39．50に  

DubhnCoreの15エレメントの定義が加えられていることなどの報告があった。   

図書館情報大学附属図書館ではDublin Coreに基づいて図書館情報学や図書館に関するネッ  

トワーク情報資源のメタデータの作成を進めることになっている。新たなメタデータはコンピ  

ュータの助けを借りた人手による記述が中心になる。一方，既存のメタデータ（たとえば0払C）  

との統一的な検索インタフェースを作る上でDublinCoreを基礎とすることにしている。   

以上のように，Dubl正ICoreに基づくメタデータは必ずしも人手で－から作るというものば  

かりではなく，機械的な変換によって作り出したデータの利用，検索のための統一的なインタ  

フェースのための利用が考えられる。これからは個々のデータベースヘアクセスして検索する  

というよりは，ネットワークやディジタル図書館のような大きな情報空間の中から資源を探す  

ことが多くなると考えられるので，そこでのコアメタデータの重要性は疑えない。   

3．DⅦも上皿Coreの現在の状況   

3．1第6回Dub血Coreワークショップから  

去る11月2日から3日間に渡ってワシントンの議会図書館で第6回のD止blin Coreワーク  

ショップが開かれ，筆者も参加した。参加者は約100名，16カ国（日本からは5名）であった。  

ワークショップに先立ち11月1日にDublinCoreのグループが作っているTbchnicalAdvisory  

Committee（TAC）とPolicyAdvisoryCommittee（PAC）のミーティング（TAC－PACミーティン  
グ）が開かれ，そこでDublinCoreの開発活動の今後についての議論がなされた。それに加え  

て知的財産権管理のためのメタデータ規則の開発を進めているINDECSグループにおける考  

え方などに関してGodfreyRus氏tの講演があった。（同氏は文献【7］で知的財産権管理のため  

のメタデータの観点からDublinCoreに対する批判的な記事を書いている。なお，同氏はワー  

クショップでも講演した。）   

筆者が理解した範囲で今回のワークショップを振り返ってみたい。今回のワークショップで  

は現在までに定義されたサブエレメントを持たないDublmCore（SimpleI）ublinCoreやDC  

Simpleと呼ばれる）に関しては今後基本的な定義変更をすることはせず，定義の明確化や利用  
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経験に基づく修正にとどめることにし，現在のDC Simple（RFC2413で定義されているもの）  

をバージョン1．0（DCl．0）とした。サブエレメントを持つDubhn Coreの検討を引き続き進め  

qualifier付きDublin Coreバージョン1．0（DCQl．0と呼ばれる）の定義を行うこと，さらに  

DavidBearmanからのエレメントの見直しに関する提案（注）やRight8Managementのため  
のメタデータを検討しているINDECSグループなどとも協調しながらバージョン2．0（DC2．0）  

の検討を始めることを了解した。  

（注：David Bearman氏はCreator，Publi8her，Contributorといった人あるいは組織が情  

報資源の発信に関して果たした役割によって分けられているエレメントを実際に記述する際，  

その区別が必ずしも明快にはできないことなどの理由からこれらをひとまとめにしてAgentと  

でも呼んではどうかという提案をワークショップ前にしていた。ワークショップではRust氏  

の講演内容なども踏まえエレメントの性質による再分類について講演した。なお，D豆blinCore  

とRightsManagementの両方の観点からの論文がBearman，Rustほかによって発表されて  

いる匝］。）   

筆者は以下の点に注意しなければならないと思っている。  

・DC2．0の検討が始まることによってDCl．0の存在価値がなくなるもので決してなく，DCl．0   

は現在実際に存在する唯一の標準として今後も安定的に利用できること。  

・DC2．0によって情報資源の発見というDublinCoreの役割と権利管理のメタデータ等がRDF   

という統一的な環境の下で統合的に利用できるようになる可能性があること。また，DC2．0   

にはDCl．0との間でSemantic Compatibility（別の表現をすると機械的な変換可能性を有   

すること）を持つことが要求されること。  

・現在までの実現例の中でもquah丘erはすでに多く用いられているが，DCQはqu融通erの利   

用方法に関する標準を定義する上で必要であること。   

Dublin Coreの役割は情報資源の発見であり，知的財産権やアクセス制限はD豆blin Coreの  

直接的な応用分野ではない。15エレメントの中に権利管理のためのエレメントがあるとは言う  

ものの，実際の知的財産権管理やアクセス制限に使うというよりは，そうした情報へのリンク  

を持つという位置づけに近い。知的財産権を扱うメタデータのグループとの協調が進むことは，  

情報資源の発見と発見された資源の利用のためのメタデータがRD万一 という共通基盤の上に作  

り上げられる可能性を意味する。その意味で今回のワークショップは大きな転換点であったよ  

うに思える。   

以上のほか，Dublin Coreの発展に伴ってDubhn Coreを維持管理するための組織に関する  

議論も行われた。これまではメーリングリストとワークショップを基本とする草の根組織によ  

って進めてきたが，さらに標準化と利用を勧めていく上ではよりしっかりした体制が必要であ  

るためどのような体制で今後進めていくかに関する提案がなされた。（具体的な方法については  

今後出されるであろうワークショップのレポートを待つことにしたい。）   

3．2Re80urCeI）e8CriptionFra皿eWOrk  

Dublin Coreに基づくメタデータの記述方法としてもっとも重要なものはWWコンソーシ  

アム（W3C）で進められているResourceDescriptionFramework（RDF）である。RDFはWWW  

上でいろいろなメタデータ規則に基づいてメタデータを記述するための形式と意味を定義して  

いる。また，RDFは第2回ワークショップで提案されたW加wick Frameworkの影響を受け  

ている。したがって，将来のDublin Coreメタデータ記述はRDFに基づいて記述されること  

になる。RDFの詳細はW3Cのメタデータのページ【9］から選られる。またRDFのモデルとシ  

ンタックスに関するProposedRecommendation［10】や文献【11］，【1礼【13］等を参照していた  

だきたい。  
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4．利用例   

4．1図書せ情報大学ディジタル図書館システム  

図書館情報大学附属図書館が1999年2月から開始したディジタル図書館システムの主要な  

機能は図書館および図書館情報学に関するサブジェクトゲートウェイである。この機能を構築  

するために現在WWW上に提供される当該分野の情報資源を収集し，それらのメタデータの蓄  

積を進めている。収集は機械的に行い，メタデータの作成は人手によっている。また，メタデ  

ータ作成と蓄積のためにデザインしたエーザインタフエースとデータベースを用意している。  

なお，本システムに関する詳しい説明は別の機会に譲りたい。   

このシステムではSimpleDdblinCoreの15エレメントを基礎にして下記の項目を加えてい  

る。  

1．文字コード  

2．情報資源の発信国  

3．各エレメントのデータの rよみ」  

また，下に示す例のように蓄積するデータはSGMLのタグ付きテキストである。  

＜Title＞UIJISLibraryHomePageNew＜／Title＞   

＜Creatorlang⇒a＞図書館情報大学附属図書館＜／Creator＞   

＜Subjectlang⇒a＞図書館情報大学＜／S叫ect＞   

＜Subjectlang⇒a＞大学図書館＜／Subject＞   

＜Subjectlang弓a＞図書館情報大学附属図書館＜／Subject＞   

＜Descriptionlang⇒a＞図書館情報大学附属図書館のトップページ。以下の…＜rDescription＞   

＜Date＞1998・11－06＜／Date＞   

＜Type＞text＜Prype＞   

＜IdentifierScheme＝URL＞http：〟www．ulis．ac．jpnibrary／＜几dentifier＞   

＜Language可a＜几anguage＞   

＜Format＞textnltml＜／Format＞   

＜Charcode＞Ⅹ・euC－jp＜／Charcode＞   

＜CountryScheme＝ISO3166可p＜／Country＞   

4．2D血追nCoreを利用した横断検索機能を持つ雑誌記事検索閲覧システム  

筆者の研究室ではDublin Coreを利用して雑誌記事の検索閲覧を行うシステムを作成してい  

る。このシステムでは，複数の雑誌（学術雑誌および国際会読論文集）の記事単位に作成した  

メタデータを利用して雑誌をまたがった検索を行うことができる。雑誌記事のメタデータは  

Dublin Coreに基づくものとMCSIS・ELSの書誌データを参考にして作成したもの四LS形式  

と呼ぶ）がある。Dublin Coreに基づくものは第1回ワークショップで提案された13項目定義  

に基づくものと現在の15項目定義に基づくものがある。本システムではDdbhn Coreを基本  

のメタデータとし，他のメタデータとの間での要素の対応関係を定義した表を準備して検索に  

利用している。下にメタデータ記述の例を示す。（なお，Dubhn CoreのデータのDTDは本研  

究で独自に決めたものである。また，必ずしも最適の形式であるとは言えない。）   

15エレメントのD此Core  
2．4節で示した例を参照。  
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13エレメントのDub血Core   

＜dublinCo＞   

＜subject＞Digital1ibrary＜／subject＞   

＜畠ubject＞電子図書館＜／8ubject＞   

＜畠ubject＞1ibrary＜ノ畠ubject＞   

＜subject＞図書館＜／subject＞   

＜subject＞libraryCOllections＜／subject＞   

＜subject＞蔵書＜／subject＞   

＜8ubject＞in允〉rmationresources＜／Bubject＞   

＜subject＞情報資料＜／subject＞   

＜subject＞intellectual＜／subject＞   

＜8ubject＞知的＜／subject＞   

＜subject＞Incommen8uratedata＜／8ubject＞   

＜su旬ect＞比較できないデータ＜／su句ect＞   

＜8ubject＞work（inte11ectualentity）＜／subject＞   

＜subject＞知的作業＜／subject＞   

＜title＞IntellectualRealitiesandtheDigitalLibrary＜／title＞   

＜author＞FrancisMiksa＜／author＞   

＜author＞PhilipDoty＜／author＞   

＜objectTゝscheme＝AACR2＞computer且1e＜／objectTy＞   

＜払rm白Cheme＝IMT＞textnltml＜／form＞   

＜identi丘scheme＝URL＞http：〟www．csdl．ta皿u．eduIDL94／p叩er／miksa．html＜／identia＞   

＜relationtype＝ContainedIn8Cheme＝URL＞http：／／www．csdl．tamu．eduJI）L94／＜／relation＞   

＜sourcescheme＝ISSN＞＜／source＞   

＜1anguage＞English＜几anguage＞   

＜coverage＞＜／coverage＞   

＜／dublinCo＞   

ELS形式のメタデータ（図書館界vol．47，nO．1より）   

＜articlejournal＝一1TKK’一vol＝．’047一一num＝”01．1page＝一Il，．page2＝一▼1T7date＝．，1   

9950501’一 txtl＝一Ijpn一一＞   

＜atl＞＜nihongo．ti七1e＞大震災から75日＜／nihongo．title＞＜／atl＞   

＜author＞   

＜g．name＞＜karji＞正美＜戊anji＞＜furigana＞マサミ＜furigana＞   

＜eng払8h＞Masami＜／engli8h＞＜／g．name＞   

＜f．name＞＜kanji＞柴田＜此anji＞＜furigana＞シバタ＜／furigana＞   

＜english＞Shibata＜／english＞く丑name＞   

＜／autbor＞   

＜body＞くSeC＞   

＜fg＞＜fkart丘1e＝”TKXO4701／00000005．tif．＞可短art＞＜／fg＞   

＜／sec＞＜佃ody＞   

＜／article＞  

この例ではD豆b辻n Core同士でもCreatorとAnthorというように名前の対応が必要となっ  

ている。Dub肋Core（15要素）のTitleとCrea七Orに対してELSのatlとauthorを対応づ  

けている。なお，データの変換は行わず検索時に適切なタグ名を表から得て検索している。ま  
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た，本システムでは同様な対応表を用いることでULIS OPACのデータとの横断検索も実験し  

た。また，本システムではタグ内の属性値の検索は行っていないため，ELSデータの日付pate  

に対応）や巻・号・ページのデータ（Sourceに対応）は照合対象としていない。   

5．おわりに  

メタデータはインターネット上での情報資源の利用やディジタル図書館においてキーとなる  

技術の一つである。たとえば，NSF／NASAJARPAが進めたDigitalLibraryInitiative（Pha8el）  
の中でも中心的な話題の一つであった【14］。NSFとEUが共同で進めたディジタル図書館に関  

する研究戦略を議論する5つのワーキンググル←プの中にメタデータを議論するワーキンググ  

ループが含まれており，中長期に渡る研究項目に関する提案をしている【15】【16】。   

Dublin Coreはネットワーク上での情報資源の発見を目的としたメタデータである。現在ま  

で，いくつものプロジェクトで利用されてきており，これからも利用は広がっていくと考えら  

れる。ネットワーク上での利用を目的としてメタデータには，Dublin Core以外にも知的財産  

権やRating，プライバシーに関するメタデータの開発も進められている。将来，インターネッ  

ト上での情報資源の流通には様々なメタデータを相互に利用することが必要になると考えられ  

る。  
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付録：DubhnCoreエレメントの記述  
（この文事はD止仙nCoreの参考記述より翻訳したものであり，http：〟www・DL・ulis・aC・jp／DC／  

に置かれている。）  

下記はDublin Core Metadata Element Setの定義の基準となる参照記述（refbrence  
de丘nition）である。定義済みの限定子（qualifier）を含め，最新の参照記述はDublinCoreのホ  
ームページ恥恍p：伸wl．org／dc乃に置かれる。   

下記のエレメントの定義の記述において，各エレメントは，メタデータ記述に用いるための  
エレメントの構文的仕様定義をより簡明にするための1語で表された形式的ラベルに加えて，  

各エレメントの意味を理解しやすい形で表すための記述的な名前（descriptive name）を持って  

いる。   

HTMIノのように大文字と小文字を区別しない環境で利用する場合もあるが，ⅩML  
鱒ⅩtenSibleMarkupLanguage，http：／／www・W3・Org／TfUPR・ⅩmDのような大文字と小文字を区  

別する環境で利用するためにメタデータが抽出あるいは変換して利用される場合もあるので，  
下記に示したエレメントラベルの慣用に従って常に大文字と小文字を使い分けることを強く推  

奨する。   

各エレメントは省略可能であり，かつ繰り返し可能である。さらにメタデータエレメントは  
いかなる順序で現れてもかまわず，順序は意味を持たない。   
グローバルな相互利用性を向上するため，エレメントの値の記述の際に一定の統制された語  

嚢の中から値を選ぶことが推奨されているものが多くある。また，この統制語嚢とは別に，あ  

る地域，あるいは分野の中での相互利用性を目的として作り上げられた統制語嚢を用いること  
があってもかまわない。   

情報資源の中にエレメントが埋め込まれている場合であっても，あるいは埋め込まれていな  
い場合でも，メタデータエレメントの意味は不変である。   

メタデータエレメントはそれが表す情報のクラスないしは範囲によって次の3グループに分  

けることができる。（1）主として情報資源の内容に関係するエレメント，（2）主として知的財産と  

して情報資源を見た場合に関係するエレメント，（3）主として情報資源の具現化に関係するエレ  
メント。  

内容   知的財産   具現化   

ntle   Creator   Date   
Subject   Publisber   取pe   

De昌Cription   Contributor   Format   

Source   Rights   Identi鼠er   

Language  

Relation  

Coverage  

1．タイトル  ラベル：me  

当該情報資源に与えられた名前。一般には作者もしくは公開者によって与えられる。   

2．著者あるいは作者  ラベル：C陀a伽r  

情報資源の知的内容の創造に主たる責任を持つ人あるいは組織。たとえば，著述された文書の  

場合の著者，視覚的資料の場合の画家や写真家，イラストレ一夕。  
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3．主題およびキーワード  ラベル：S咄ect  

情報資源のトピック。典型的には，情報資源の主題あるいは内容を説明するキーワードや句。  
統制語桑や正式な分類体系に基づいて記述することが推奨される。   

4．内容記述  ラベル：De紀dp也on  

情報資源の内容に関する説明記述。文書の場合の抄録，視覚的資料の場合の内容記述など。   

5．公開者（出版者）  ラベル：P止bli8b打  

たとえば，出版社，大学の学科，企業体など，情報資源を現在の形態で利用可能にしたことに  

賓任を持つ実体。   

6．寄与者（他の関与者）  ラベル：Con徳地ⅦtOr  

Creatorエレメントには示されたものではない人あるいは組織で，当該情報資源を作り出すに  

当たって知的に重要な寄与をしたもの。Creatorエレメントに示された人あるいは組織に次い  

で大きな寄与をしたもの。（たとえば，編集者，翻訳者，イラストレ一夕）   

7．日付  ラベル：Da也  

当該情報資源が作成された，あるいは有効になった日付。この日付はCovera酢エレメントに  

審かれる日付と混同してはならない。Coverageエレメントに審かれるものは当該情報資源の  
知的内容に何らかの関係を持つ日付である。Ymおよびm－MM－DDの形式で書くISO  
8601［W3Cテクニかレノートhttp：〟www．w3．org／TR／Note－datetimeの（ISO8601に基づく）  

日付と時刻】が定義する形式に基づいて記述することが強く推奨される。たとえば，この形式で  

は1994年11月5日は1994－11・05と表される。   

8．許源タイプ  ラベル：－柑pe  

情報資源の種軌たとえば，ホームページ，小説，詩，ワーキングペー′く－，テクニカルレポ  

ート， エッセー，辞書・事典など。相互利用性を保つために，一連のワークショップで現在作  
成を進めている用語のリストの中から選ぶようにしなければならない。   

9．形式（フォーマット）  ラベル：Fomat  

情報資源のデータフォーマット。情報資源を表示したり動作させたりするのに必要なソフトウ  

ェアや場合によってはハードウェアを識別するために利用できる情報を記述する。相互利用性  
を保つために，一連のワークショップで現在作成を進めている用語のリストの中から選ぶこと  

が強く推奨される。   

1軋資源識別子  ラベル：Ident迫er  

当該情報資源を一意に識別するための文字列もしくは番号。URLや（実現された際には）URN  

はネットワーク上の情報資源に関する識別子の例である。国際標準図書番号qSBN）や他の標準  
化された名前のように全世界的に一意に定まる識別子もこのエレメントの値として適切なもの  

である。   

11．情報源（出処）  ラベル：SoⅥr00  

当該情報資源を作り出す元になった別の情報資源に関する情軌一般に，エレメントには当該  

情報資源に関する情報のみを記述することが推奨されているが，本エレメントには当該情報資  

源を見つけ出すために有用である別の情報資源に関する日札作者，形式，識別子あるいは他  
のメタデータを書くことができる。実際の経験からは本エレメントの代わりに別の情報資源と  
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の関係をRelationエレメントを用いて表すことが推奨される。たとえば，1996年に映画化さ  

れたシェークスピア劇に関する記述の中で1603年という値をSourceエレメントに書くこと  

ができるが，この場合当該情報資源のRelationエレメントの中では‘‘IsBasedOn”関係を用い  

て1603年という記述を含む情報資源を参照する方が望ましい。当該情報資源が元の形式であ  

る場合には情報源エレメントは適用できない。   

12．音帝  ラベル：Language  

情報資源の知的内容を記述するために用いられている言語。実際的に利用するには，このエレ  

メントの記述は，たとえばen，de，e8，ja，thや2；hといったRFC1766［言語識別のための  

タグ，http：／／ds．internic．net／rh／r舷：1766．txt］に適合している要求される。   

13．関係  ラベル：Relation  

別の情報資源の識別子および当該情報資源とその情報資源との間の関係。このエレメントには  

関連する情報資源間のリンクや指示すべき情報資源記述を書くことができる。たとえば，作品  

の版O8VらrsionOf），作品の翻訳qsBasedOn），本の章（Ⅰ8PartOD，データセットからイメージ  

への機械的変換（IsFormatOのがある。相互利用性を得るために情報資源間の関係を表す値につ  

いては，一連のワークショップにおいて現在定義が進められている値のリストから選択して与  

えることが推奨される。   

14．対象範囲（空間的・時間的）   ラベル：Coverage  

当該情報資源の知的内容に関する空間的（地理的）あるいは時間的特性。空間的範囲は物理的な  

範囲（たとえば天球の一部）を表す。この場合，座標（たとえば，経度と緯度），統制語リストの中  

から選ばれたあるいは完全な名前で表された地名を用いる。時間的範囲は当該情報資源が表し  

ている内容に関する時間的情報を表すものであり，情報資源の作成や公開に関する日付ではな  

い。（後者はDateエレメントで記述すべきものである。）この場合，次の形式で表すこと。I）ate  

エレメントと同じ日付と時間（期間である場合が多い）に関する形式［任SO8601に基づく）日付  

と時間の形式，W3Cテクニカルノート，http：／／www．w3．org／TR／NOTE・datetime］，統制語リ  

ストから選んだ時間区間記述，あるいは時間区間の完全な記述。   

15．権利管理  ラベル：m成心  

権利管理に関する声明文，権利管理に関する声明文へのリンクを表す識別子，あるいは当該情  

報資源の権利管理に関する情報を提供するサービスへのリンクを表す識別子。  
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